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平成２９年度 第２１回放射線療法に関する多職種連携の会（K－Ｇｒａｐｅ会）

プログラム

今年度2回目のK-Grapeの会は、最新の医療の話題を踏まえるとともに、
多職種が関わった、患者の1事例を検討し、皆様と一緒に学んでいきたいと思います。

日時：11月30日（木）18時～19時30分（開場17時45分）
場所：神緑会館

総合司会 神戸大学医学部附属病院 外来看護師 大田 史江

～話題提供～
18：00～18：20 最新の治療 塩化ラジウム（223Ra）について

神戸大学医学部附属病院 放射線腫瘍科医師 宮脇 大輔

18：20～18：25 質疑応答

～事例検討～
18：25～18：35 イントロダクションー患者紹介・病棟の関わりー

神戸大学医学部附属病院 がん化学療法看護認定看護師
11階北病棟看護師 井上 容子

18：35～18：50 放射線治療について
神戸大学医学部附属病院 放射線腫瘍科医師 宮脇 大輔

18：50～19：05 リハビリテーションについて
神戸大学医学部附属病院 理学療法士 井上 順一朗

19：05～19：20 緩和ケアチームの関わり
神戸大学医学部附属病院 緩和ケア認定看護師

緩和ケアチーム 加藤 めぐみ
19：20～19：30 質疑応答

平成30年度もK-Grape会を
よろしくお願い致します。


